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ハコイチ新聞

今月のおすすめランチ

春休みのヨロン旅で出会ったヨロン島観光協会のあすかさんが編集長

の情報誌「Yoron Island PICHU」は、ヨロンの人を通じてヨロンの魅力

を伝えてくれる情報誌。ただいま４号まで発行中。１号の内容は私たち

が期せずしてたどった「沖縄北部からヨロン島への旅」、２号は「ヨロン

の海」、３号は「美ら星ぬ島」、４号は「島の文化に触れる」です。自由に

お持ち帰りいただいて、楽しんでください！

ヨロンのおみやげ

「パナウル王国」を訪ねて

日本の南に「パナウル王国」という島があって、今でもパスポー

トを発行してくれるらしい。今回のハコイチ新聞は、パスポート

が欲しい！から始まったハコイチ一家の春休みの記録。

一日目、沖縄中部の本部港より出航。北へ２時間半、フェリーは

パナウル王国に無事接岸、入国できました。入国管理局を兼任

する観光協会へ向かい、入国審査ののち無事にパスポートゲッ

ト！パナウル王国の正式名称はヨロンパナウル王国。そう、ここ

は鹿児島県最南端の島「与論島」です。サンゴ礁が隆起してで

きた島は、ほぼ周囲すべてが白い海岸で、そこから美しいヨロ

ンブルーの海が広がっています。初日に主目的を達成してしまったハコイチ一家は暇になりますが、観光協会のあすかさんとの出会

いにより、ヨロンの人＝ゆんぬんちゅと一緒にディープなヨロンを体験することになりました。二日目、アドベンチャーツアーにご一緒

させて頂く。ヨロン城から海岸までジャングルを降り、潮の引いた海岸線を渡り、洞窟や崖を登り戻ってくる、ツアー。ヨロンのことマ

リンアクティビティメインの、平坦な島だと思っていたのは気のせいでした。本気のアドベンチャーでした。三日目、この日は「浜下り」と

いうヨロンのお祭りの日。子供の健康を願って浜辺で赤ちゃんの足を海につけて、その後は浜辺でお祝い。島中の店がお昼で閉まっ

て、どことなくうきうきした雰囲気に包まれたヨロン。浜辺に遊びに行きおじいに釣りを教えてもらったり、潮干狩りしたり。旅の間

中、仲良くなったゆんぬんちゅの少年がずっと一緒に遊んでくれる。みんなで公園で鬼ごっこもしたね。あっという間の四日目。日の

出とともに海岸清掃のボランティア「海謝美（うんじゃみ）」に参加。ゆんぬことばのラジオ体操のあと、美しい景色を見ながらごみ拾

い。ずーっと曇りや雨だったけどやっと晴れたよ！でももう帰る日。ランチを一緒に食べて、フェリー乗り場へ送ってもら

う。ヨロンに来た時には、帰る時にこんな気持ちにな

るなんて思ってもなかったなあ。ヨロンの言葉であり

がとうは「とーとぅがなし」といいます。漢字にすると

「尊々加那志」。「加那志」は愛（かな）し、しみじみと愛

しい気持ち。またね、ヨロン島。とーとぅがなし！

ヨロンとハコイチってなんだか似てるなあと思いまし

た。小さな世界で、独自の進化を遂げて、オリジナルの

文化が花開いてる。ゆるい島時間が流れていて、みんな自由で好き

なことをしているところもそっくり。そしてハコイチもヨロンも、一番の良さは「人」！

CAFE KUMANO KYUSOKU
福岡市東区箱崎1-28-17 2F

ランチタイム：12:00～15:00

「汁なし担々麺」へのいざない。ハコイチから徒歩３分、狭い路地に面した階段

を二階へ上がると今月のおすすめランチ「CAFE KUMANO KYUSOKU」です。昼は中

華粥ランチと中国茶、夜は中華バル「おあいくま」になります。看板メニューの

とろっとろのお粥も美味しいんですが、私のお気に入りは「汁なし担々麺」！温

玉と肉みそとをまぜまぜしてずずいっと食べちゃってください。旨味が濃いぃ。

辛いの好きな人はトッピングに辛味追加でどうぞ！うーん、病みつきの味。ラン

チメニューはどれも嬉しいミニデザート付き。ちなみに黒酢をかけると味がど

んっと変化。辛くない醤油ま

ぜそばやザージャン麺もあり

ます。中国茶と一緒にお楽し

みください。


